
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルカメラとプリンタ 直接通信により上記デジタルカメ
ラで撮影した画像を上記プリンタで印刷するデジタルプリントシステムであって、
　上記デジタルカメラは、
　所望とする映像を電気的に撮像し、得られた映像信号をデジタル画像データに変換する
撮像変換手段と、
　上記デジタル画像データを記憶する記憶手段と、
　上記記憶手段に記憶されたデジタル画像データに所定処理を施すと共に、全体の制御を
司る第１の制御手段と、
　上記記憶手段に記憶されたデジタル画像データの中から、表示すべき映像に係るデジタ
ル画像データを選択する選択手段と、
　上記選択手段により選択されたデジタル画像データに係る映像を上記第１の制御手段に
より所定処理を施した後に表示する表示手段と、
　上記表示手段に表示されたデジタル画像データの中から所望とするものを選択し、指標
を付加する指標付加手段と、
　上記プリンタとデータを送受信する第１の通信手段と、を有し、
　上記第１の制御手段は、 上記記憶手
段に記憶されたデジタル画像データ 、上記指標付加手段により上記指標が付加された
デジタル画像デー
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上記第１の通信手段を介し 次出力することを特徴とするデジタルプリントシステ
ム。
【請求項２】
　上記プリンタは、
　上記デジタルカメラとデータを送受信する第２の通信手段と、
　上記第２の通信手段を介して入力されたデジタル画像データを印刷用のデータに変換す
ると共に、全体の制御を司る第２の制御手段と、
　上記印刷を指示するための操作手段と、
　上記操作手段による上記印刷の指示に伴って、上記第２の制御手段により変換された印
刷用のデータに基づいた印刷を行う印刷手段と、
　上記印刷手段による印刷のための紙を順次給紙する給紙手段と、
　上記印刷手段により印刷された紙を搬送する搬送手段と、を有し、
　上記第２の制御手段は、上記操作手段の指示に同期して、上記デジタルカメラに対して
上記指標が付加されたデジタル画像データを印刷単位で順次出力することを要求する出力
要求信号を、上記第２の通信手段を介して上記デジタルカメラに出力することを特徴とす
る請求項１に記載のデジタルプリントシステム。
【請求項３】
　上記プリンタは、上記入力された デジタル画像データに対する印刷が終了したときに
は、印刷終了信号を上記第２の通信手段を介して上記デジタルカメラに出力し、
　上記デジタルカメラは、上記第１の通信手段を介して上記プリンタから上記印刷終了信
号が入力されたときに、上記指標付加手段により指標が付加され、未だ印刷されていない
デジタル画像データがある場合には、そのデジタル画像データを上記記憶手段から読み出
して上記第１の通信手段を介して上記プリンタに出力することを特徴とする請求項２に記
載のデジタルプリントシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、所望とする映像を撮影してデジタル画像データとして記憶するデジタルカメ
ラと、当該デジタル画像データに基づき印刷をするデジタルプリンタ

に係り、上記デジタルカメラからデジタルプリンタに対して直接的に画
像データを出力して印刷を行わせることを実現する に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、フィルムの代わりに固体撮像素子 (CCD;Charge Coupled Device) を使用して映像を
記録するデジタルカメラに関する種々の技術が提案されている。このデジタルカメラでは
、撮影した映像が、内蔵メモリ（フラッシュメモリ等）やハードディスク、メモリカード
にデジタルデータとして記録される。かかるカメラにより撮影する場合、銀塩フィルムの
ような現像処理を必要とせず、シャッタを切った直後から撮影した映像を即時に活用でき
る。さらには、オートホワイトバランス機構のあるデジタルカメラでは、光源の種類に関
わらず人間の目の感覚に近い自然な色再現が得られるといった特徴もある。
【０００３】
上記デジタルカメラにより撮影された映像は、前述したようにメモリカードやハードディ
スク、内蔵メモリにデジタルデータとして記録されているので、ＬＣＤ表示上で撮影像を
確認できる機種はあるものの、撮影者が実際にプリントを得ることを望む場合には、例え
ばパーソナルコンピュータのモニタ画面に写し出し、カラーデジタルプリンタで印刷する
ことが必要となる。
【０００４】
このカラーデジタルプリンタで印刷する場合、上述したように従来の銀塩写真の暗室での
現像作業が不要となるばかりでなく、より迅速にプリントを得ることができるといった利
益が生じる。更に、パソコン等の情報機器に上記デジタルデータを入力すれば、拡大／縮
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小をはじめとする種々の編集が可能となり、よりユーザーのニーズに合ったプリントを得
ることができることになる。
【０００５】
さらに、上記デジタルカメラ及びカラーデジタルプリンタの組み合わせによるシステムは
、デジタルカメラで撮影した画像を即時に確認できること、及び比較的低価格で実現でき
ることから、その評価が高まっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記デジタルカメラで得られたデジタル画像データに基づき一般の人がデ
ジタルプリンタによる印刷をする際には、以下の問題が生じていた。
即ち、上記デジタルカメラで得られたデジタル画像データは、先ずパソコンなどの情報機
器に取り込んでから、当該パソコンのアプリケーションソフトウェアを使用して所定処理
をした後に、デジタルプリンタで印刷する必要があるため、撮影した画像を編集すること
なく、撮影したままの状態で印刷することを望む場合であっても、上記情報機器の煩雑な
操作を伴い、時間がかかっていた。
【０００７】
更に、一般的に、カラーデジタルプリンタは印刷時間が非常に長く、また複数の画像を連
続して印刷する場合においては、操作者は各画像毎に各種の操作を強要され、操作に時間
と手間がかかっていた。
【０００８】
　本発明は上記問題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、撮影した映像に
ついて、簡易・迅速かつ経済的なプリントを実現すると共に、複数毎の連続プリントをよ
り効率良いものとする を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明のデジタルプリントシステムは、デジタルカメラと
プリンタ 直接通信により上記デジタルカメラで撮影した画像を
上記プリンタで印刷するデジタルプリントシステムであって、上記デジタルカメラは、所
望とする映像を電気的に撮像し、得られた映像信号をデジタル画像データに変換する撮像
変換手段と、上記デジタル画像データを記憶する記憶手段と、上記記憶手段に記憶された
デジタル画像データに所定処理を施すと共に、全体の制御を司る第１の制御手段と、上記
記憶手段に記憶されたデジタル画像データの中から、表示すべき映像に係るデジタル画像
データを選択する選択手段と、上記選択手段により選択されたデジタル画像データに係る
映像を上記第１の制御手段により所定処理を施した後に表示する表示手段と、上記表示手
段に表示されたデジタル画像データの中から所望とするものを選択し、指標を付加する指
標付加手段と、上記プリンタとデータを送受信する第１の通信手段と、を有し、上記第１
の制御手段は、 上記記憶手段に記憶さ
れたデジタル画像データ 、上記指標付加手段により上記指標が付加されたデジタル画
像デー 上記第
１の通信手段を介し 次出力することを特徴とする。
【００１１】
　このような構成の本発明のデジタルプリントシステムは以下の作用を奏する。
　即ち、本発明のデジタルプリントシステムでは、デジタルカメラとプリンタ

直接通信により上記デジタルカメラで撮影した画像を上記プリンタで印刷
するデジタルプリントシステムであって、上記デジタルカメラの撮像変換手段では、所望
とする映像が電気的に撮像され、得られた映像信号がデジタル画像データに変換され、記
憶手段に上記デジタル画像データが記憶され、第１の制御手段により上記記憶手段に記憶
されたデジタル画像データに所定処理を施されると共に、全体の制御が司られ、選択手段
により、上記記憶手段に記憶されたデジタル画像データの中から、表示すべき映像に係る
デジタル画像データが選択され、表示手段により、上記選択手段により選択されたデジタ
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ル画像データに係る映像が上記第１の制御手段により所定処理が施された後に表示され、
指標付加手段により、上記表示手段に表示されたデジタル画像データの中から所望とする
ものが選択されて指標が付加され、第１の通信手段により上記プリンタとデータの送受信
がなされる。そして特に、上記第１の制御手段により、

上記記憶手段に記憶されたデジタル画像データから、上記指標付加手段
により上記指標が付加されたデジタル画像データ

、上記第１の通信手段を介して、上記プリンタからの
出力要求信号に応じて順次出力される。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
図１は第１の実施の形態に係るデジタルカメラ及びデジタルプリンタの構成を示す図であ
る。デジタルカメラ１００側では、ＣＣＤ１の出力は、アナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変
換回路２、ＲＡＭ (Random Access Memory)３を介してＣＰＵ (Central Proccessing Unit)
４の入力に接続されている。このＣＣＤ１は、ＣＣＤドライバ１０により駆動制御される
。さらに、上記ＣＣＤとしては、ラインＣＣＤとエリアＣＣＤのいずれも適用することが
できる。このラインＣＣＤを採用する場合には、ＣＣＤを結像面を水平移動しながら撮影
を行うことになる。これに対して、エリアＣＣＤを採用する場合には、ＣＣＤセンサが縦
横のマトリックス状に並んでいるので、画面全体を一度に撮影できることになる。
【００１４】
上記ＣＰＵ４の入力には、更にフラッシュＲＯＭ５、各種操作スイッチ１２、電源８がそ
れぞれ接続されている。この例では、記録媒体たるフラッシュＲＯＭ５はカメラに内蔵さ
れていることを想定しているが、メモリカードのように着脱自在のものを使用することも
できることは勿論である。また、上記操作スイッチは、ＬＣＤ７の表示を指示するための
再生モードスイッチ１２ａと、表示すべきコマを前後させるためのスイッチ１２ｂ，１２
ｃからなる。これらは、図４に示されるように、例えばカメラ１００の背面のＬＣＤ７の
近くに配設することができるが、これに限定されるものではない。但し、実際にＬＣＤ表
示を見ながら操作者が操作することを考えると、この位置は適切であるといえよう。
【００１５】
上記ＣＰＵ４の出力は、ＶＲＡＭ６を介してＬＣＤ７の入力に接続されると共に、電源コ
ントロール部９、通信ドライバ１１の入力にも接続されている。上記ＬＣＤ７は、バック
ライト駆動回路７ｂを有しており、更に図４に示されるように、カメラ１００の背面の所
定位置に配設される。上記通信ドライバ１１は、図３に示されるように、デジタルプリン
タ１０１側の通信ドライバ１３と通信ケーブル２０を介して接続された際にシリアル通信
を実現するためのものである。
【００１６】
さらに、上記電源コントロール部９は、電源８の電圧を、ＣＰＵ４の制御の下で、所定の
タイミングをもってＬＣＤ７、ＣＣＤドライバ１０、通信ドライバ１１に供給するための
ものである。この電源８としては、例えば単三アルカリ電池やリチウム電池といつた汎用
タイプのバッテリと、充電式のカートリッジ式のバッテリなどを使用することができる。
【００１７】
一方、デジタルプリンタ１０１側では、上記デジタルカメラ１００側の通信ドライバ１１
と通信ドライバ１３が通信ケーブル２０を介して相互に接続され、当該通信ドライバ１３
の出力がＣＰＵ１４の入力に接続されている。このＣＰＵ１４の出力は、紙搬送部１８の
入力に接続されると共に、バッファメモリ１５、ドライバ１６を介してプリントヘッド１
７に接続されている。さらに、このＣＰＵ１４には、例えば図３に示される位置に配置さ
れた、操作者がプリントを指示するためのプリントＳＷ１９が接続されている。
【００１８】
尚、上記通信ドライバ１１、１３は、上記のように通信ケーブルで接続されることの他、
赤外線や無線等の公知の通信手段により通信自在とすることもできることは勿論である。
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また、上記構成のデジタルプリンタ１０１のプリント方式としては、昇華型サーマル方式
等を採用できる。
【００１９】
このような構成において、映像はＣＣＤ１により撮影され、アナログ信号が後段のＡ／Ｄ
変換回路２に入力される。このアナログ信号は、Ａ／Ｄ変換回路２によりデジタル信号に
変換された後、ＲＡＭ３に一時的に記憶される。そして、このＲＡＭ３に記憶されたデー
タは、ＣＰＵ４により読み出され、その内部の演算部により色変換や圧縮といった各種処
理が施される。そして、この各種処理が施されたデータは、フラッシュＲＯＭ５に順次記
憶される。
【００２０】
この状態で、操作者により再生モードスイッチ１２ａが操作されると、これに同期して、
ＣＰＵ４の制御により、フラッシュＲＯＭ５に記憶されている画像データが読み出され、
ＣＰＵ４の内部の演算部により、当該画像データにＬＣＤ表示に必要な各種処理が施され
た後、ＶＲＡＭ６に表示用データとして書き込まれる。このとき、ＶＲＡＭ６に表示デー
タを書き込む動作に同期して、ＣＰＵ４の制御により、ＬＣＤ７の駆動回路及びその中に
含まれるバックライト駆動回路７ｂに電源コントロール回路９を介して電源８の電圧が供
給される。これにより、ＬＣＤ７に上記デジタル画像データに係る映像が表示される。
【００２１】
続いて、操作者により表示コマ選択用のスイッチ１２ｂ，１２ｃが操作されると、その操
作に基づいて、フラッシュＲＯＭ５に記憶されたデジタル画像データの選択が行われ、前
述した処理を経て、この選択されたデジタル画像データに係る映像がＬＣＤ７上に表示さ
れる。従って、操作者は上記スイッチ１２ｂ，１２ｃを適宜操作することにより、所望と
する撮影コマの映像を上記ＬＣＤ７上に表示することができる。
【００２２】
上記カメラ１００とデジタルプリンタ１０１が、通信ケーブル又は赤外線や無線等の公知
の通信手段により接続されると、カメラ１００とデジタルプリンタ１０１の間で通信が行
われる。かかる通信では、先ず、互いに「固有コード」を交換することにより、カメラ１
００側では通信相手がデジタルプリンタ１０１であること、及びデジタルプリンタ１０１
側では通信相手がカメラ１００であることが各ＣＰＵ４，１４により認識される。
【００２３】
上記カメラ１００側のＣＰＵ４は、通信相手としてパソコンのような高等な処理機能を有
する相手の認識コードを受信すると、カメラの操作ＳＷ１２等の入力を禁止する。これに
対して、デジタルプリンタ１０１のような処理機能を持たない機器の認識コードを受信す
ると、少なくともカメラ側の画像データを選択するための操作ＳＷ１２等の入力を許可す
る。或いは、通信相手が認識コードと共に相互の操作ＳＷ１２等のＣＰＵ４への入力受付
けを禁止／許可するためのデータを交換する。これにより、デジタルプリンタ１０１と接
続された状態においては、カメラ１００の画像データ選択のための操作ＳＷ１２等のＣＰ
Ｕ４への入力が許可される。かかる動作は、図示されていないが、ＣＰＵ４内の命令コー
ドとして記述される。これにより、デジタルカメラ１００からデジタルプリンタ１０１へ
のデータの転送が容易になる。
【００２４】
このような状態で、デジタルプリンタ１０１のプリントスイッチ１９（図３参照）が操作
されると、デジタルプリンタ側のＣＰＵ１４が、通信ケーブル２０を介して、カメラ１０
０に対して「印刷データ要求命令」を送信する。
【００２５】
カメラ１００のＣＰＵ４は、この印刷データ要求命令を受けると、現在ＬＣＤ７上で表示
している画像データに対応したデータを再度フラッシュＲＯＭ５から読み込んで、デジタ
ルプリントに必要な処理を施した後、通信ドライバ１１を介してデジタルプリンタ１０１
に送出する。そして、ＬＣＤ７の表示を消すことにより、印刷中の電力消費の軽減を図る
。尚、デジタルプリンタによる印刷の終了に伴って、再び同じ映像を表示するように制御
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することもできる。
【００２６】
一方、デジタルプリンタ１０１側のＣＰＵ１４は、上記カメラ１００から画像データを受
けると、例えば圧縮されたデータであれば伸長し、色変換が必要であれば色情報を変換す
る等といったプリントに必要な処理を施した後、デジタルプリンタ内のバッファメモリ１
５に書き込む。こうしてバッファメモリ１５に必要なデータが書き込まれると、データは
順次ドライバ１６に送られ、プリントヘッド１７により紙に対して印刷が実行される。こ
うして所望とする画像の印刷動作を終了すると、ＣＰＵ１４により、印刷が終了した旨を
示す「印刷終了信号」がカメラ１００側のＣＰＵ４に向けて送信される。この信号により
、カメラ１００側のＣＰＵ４は、印刷終了を認識することができる。
【００２７】
以上説明したように、第１の実施の形態に係るデジタルカメラ及びデジタルプリンタによ
れば、印刷中はＬＣＤ７の映像表示を消すことにより、印刷中の電力消費の軽減を図り、
経済的なプリントシステムを実現することができる。
【００２８】
次に図２には、第２の実施の形態として、複数毎の印刷を連続して実行するデジタルカメ
ラ及びデジタルプリンタの構成を示して説明する。
同図に示されるように、本実施の形態は、図１に示したカメラ１００にマーキング用のス
イッチ１２ｄを更に設け（配設位置については上記図４参照）、デジタルプリンタ１０１
に給紙部２１を更に設けた構成となっている。その他の構成要素については、上記第１の
実施の形態と同一内容である為、同一符号を付し、ここでは詳細な説明を省略する。
【００２９】
このような構成において、映像はＣＣＤ１により撮影され、後段のＡ／Ｄ変換回路２によ
りデジタル信号に変換される。このデジタル化された画像データは、ＲＡＭ３内に一時的
に記憶された後、ＣＰＵ４により色変換・圧縮等の処理が施されてフラッシュＲＯＭ５に
複数の画像データとして記憶される。
【００３０】
かかる状態で、操作者により再生モードスイッチ１２ａが操作されると、ＣＰＵ４の制御
により、フラッシュＲＯＭ５に記憶された画像データが読み出され、ＬＣＤ表示に必要な
所定の処理が施された後に、ＶＲＡＭ６に表示データとして順次書き込まれる。このＶＲ
ＡＭ６に表示データを書き込むと同時に、ＣＰＵ４の制御により、ＬＣＤ７の駆動回路及
びその中に含まれるバックライト駆動回路７ｂに、電源コントロール回路９を介して電源
８の電圧が供給され、ＬＣＤ７上に映像が表示される。
【００３１】
その後、表示コマ選択用のスイッチ１２ｂ，１２ｃが操作されると、ＣＰＵ４の制御によ
り、フラッシュＲＯＭ５内に記憶されたデジタル画像データの選択が行われ、上記処理を
経て、操作者によって選択されたデジタル画像データがＬＣＤ７上に確認のために表示さ
れる。
【００３２】
このようにＬＣＤ７上に画像が表示された状態で、マーキング用の操作スイッチ１２ｄが
操作されると、フラッシュＲＯＭ５内の画像データに対して選択されたことを示すマーキ
ングデータ（指標）が付加される。この実施の形態では、カメラ１００側で記憶された画
像データのうち印刷を希望する画像だけにマーキングデータを付加するものとする。この
ように、画像データにマーキングデータが付加されていれば、表示用ＬＣＤ７の表示画面
上に画像と重ねて、選択されたコマである旨を示す指標を表示することも可能である。
【００３３】
かかる状態で、デジタルプリンタ１０１側のプリントスイッチ１９が操作されると、デジ
タルプリンタ１０１側のＣＰＵ１４が通信ケーブル２０を通じてカメラに対して印刷デー
タ要求命令を送出する。カメラのＣＰＵ５は、この印刷データ要求命令を受けると、マー
キングデータが付加されている画像データをフラッシュＲＯＭ５中から探して、当該フラ
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ッシュＲＯＭ５から読み込んで、印刷に必要な処理を施した後、通信ドライバ１１を介し
てデジタルプリンタ１０１側に送出する。
【００３４】
一方、上記デジタルプリンタ１０１のＣＰＵ１４は、カメラ１００から画像データが受信
されると、圧縮されたデータであれば伸長して、色変換が必要であれば色情報を変換する
などといったプリントに必要な処理を施した後、デジタルプリンタ１０１内のバッファメ
モリ１５に書き込む。この動作と平行して、ＣＰＵ１４の制御の下、給紙部２１は印刷用
紙を印刷開始位置に設定するための給紙動作を行う。こうしてバッファメモリ１５に必要
なデータが書き込まれると、データは順次ドライバ１６に送られ、プリントヘッド１７か
ら紙に対して印刷が実行されると同時に紙搬送部１８により必要な紙送り動作が行われる
。
【００３５】
そして、１コマ分の印刷が終了すると、デジタルプリンタのＣＰＵ１４は印刷終了を示す
印刷終了コマンドをカメラ１００に対して送出する。これと同時に、紙搬送部１８が印刷
終了した印刷用紙を排紙した後、給紙部２１は新たな印刷用紙を給紙するための給紙動作
を行う。
【００３６】
カメラ１００内では、ＣＰＵ１４が上記印刷終了コマンドを受けると、マーキングデータ
が付加されている画像データが未だ残っていれば、次のマーキングされた画像データをフ
ラッシュＲＯＭ５から探し出して、上述した動作と同様の動作を行う。このように、本実
施の形態では、マーキングされた画像データが残っている限り、印刷動作が繰り返される
ことになる。
【００３７】
以上説明したように、第２の実施の形態に係るデジタルカメラ及びデジタルプリンタによ
れば、複数枚の印刷をする場合において、撮影した複数の撮影コマのうちから操作者が所
望とするコマをスイッチ操作により選択するだけで、自動的にデジタルプリンタが当該コ
マの映像を印刷をするので、印刷に関する操作が簡略化される。
【００３８】
また、上記第１及び第２の実施の形態は、共にパソコンなどの特段の情報機器を用いなく
ても、カメラとデジタルプリンタを直接的に接続して簡単な操作をするだけで必要な撮影
コマの印刷画が得られるといった特徴を有する。
【００３９】
以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明はこれに限定されることなく、そ
の趣旨を逸脱しない範囲で種々の改良・変更が可能であることは勿論である。例えば、上
記の説明では、実際に即してデータの処理をＣＰＵによって行われるように記述してある
が、ゲートアレイのような論理回路を用いても同様の効果を得られることは勿論である。
また、上記第１及び第２の実施の形態の各機能を適宜組み合わせて使用することもできる
。
【００４１】
【発明の効果】
　以上詳述したように、本発明によれば、撮影した映像について、簡易・迅速かつ経済的
なプリントを実現すると共に、複数毎の連続プリントをより効率良いものとする

を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るデジタルカメラ及びデジタルプリンタの構成を
示す図である。
【図２】本発明の第２の実施の形態に係るデジタルカメラ及びデジタルプリンタの構成を
示す図である。
【図３】デジタルカメラとデジタルプリンタを通信ケーブルにより接続してプリントを作
成している様子を示す図である。
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【図４】デジタルカメラの背面に配設されたＬＣＤ７，各種操作スイッチ１２ａ乃至１２
ｄの様子を示す図である。
【符号の説明】
１…ＣＣＤ、２…Ａ／Ｄ変換回路、３…ＲＡＭ、４…ＣＰＵ、５…フラッシュＲＯＭ、６
…ＶＲＡＭ、７…ＬＣＤ、８…電源、９…電源コントロール部、１０…ＣＣＤドライバ、
１１…通信ドライバ、１２…操作スイッチ、１３…通信ドライバ、１４…ＣＰＵ、１５…
バッファメモリ、１６…ドライバ、１７…プリントヘッド、１８…紙搬送部、１９…プリ
ントスイッチ、２０…通信ケーブル、２１…給紙部。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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